
C O V E R  S T O R Y

Ｃ
Ｔ
の
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
は
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
当
院
に
勤
務

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

Siem
ens H

ealthineers

の
Ｃ
Ｔ「SOM

A
TOM

 
X

.cite

（
ゾ
マ
ト
ム 

エ
キ
サ
イ
ト
）」
が
稼
働
を

開
始
し
ま
し
た
。
４
月
か
ら
６
月
ま
で
の
３
ヵ 

月
間
に
コ
ロ
ナ
疑
い
で
検
査
し
た
症
例
数
は

４
６
３
例
。
入
院
判
断
の
た
め
に
検
査
し
た
も

の
は
３
２
７
例
で
合
計
７
９
０
例
を
数
え
ま
す
。

　
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
以
外
を
含
め
た
Ｃ
Ｔ
検
査

件
数
２
４
９
４
件
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
関
連
が

３
分
の
１
を
占
め
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど

頻
回
に
検
査
す
る
と
、
診
療
放
射
線
技
師
の
安

全
が
問
題
に
な
り
ま
す
。

　
通
常
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
操
作
者
ら
が
患
者

に
接
触
し
な
が
ら
対
応
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
今
回
の
装
置
で
は
接
触
を
最
小
限
に
抑

え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
感
染
の
リ
ス
ク
を

大
き
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
操
作
室
で

の
診
療
放
射
線
技
師
と
は
別
の
ス
タ
ッ
フ
が
個

人
防
護
具
（
Ｐ
Ｐ
Ｅ
）
を
装
着
し
て
患
者
さ
ん

を
Ｃ
Ｔ
室
に
誘
導
し
、
そ
の
後
は
患
者
さ
ん
に

接
す
る
こ
と
な
く
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

感
染
対
策
が
重
要
な
業
務
で
す
。

　
私
は
今
年
４
月
に
赴
任
し
た
ば
か
り
で
す 

が
、
当
院
職
員
の
感
染
症
対
策
に
関
す
る
意
識

は
高
く
、
一
度
も
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
る

こ
と
な
く
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

―
―
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
と
し
て
の
役

割
を
具
体
的
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
当
院
は
、
ま
ず
市
民
病
院
と
し
て
知
多
半
島

医
療
圏
に
お
け
る
感
染
症
対
策
の
司
令
塔
と

な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
中
部
国
際
空
港
至
近

の
地
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
検
疫
関
連
で
の
紹
介

患
者
に
対
す
る
対
応
も
当
院
の
役
割
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
知
多
半

島
医
療
圏
域
で
の
、
中
等
症
か
ら
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
以

外
の
重
症
患
者
の
入
院
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
し
た
血
液
透
析
患
者

へ
の
対
応
も
重
要
な
役
割
で
す
。

　
な
お
、
知
多
半
島
医
療
圏
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
に
感
染
し
た
全
患
者
さ
ん
の
入
院
の
必
要

性
を
判
定
す
る
の
も
、
当
院
の
重
要
な
業
務
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
に
不
可
欠
な
の
が
肺
炎
の
診
断
で

す
。
コ
ロ
ナ
の
病
変
は
微
細
な
も
の
が
多
く
、

Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
判
定
が
必
須
に
な
っ
て
い
ま

す
。
も
う
１
点
、
呼
吸
機
能
が
低
下
し
て
い
る

低
酸
素
血
症
の
有
無
も
重
要
で
す
。
こ
の
２
つ

の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
評
価
し
、
患
者
さ
ん
の
糖
尿

病
な
ど
の
併
存
疾
患
も
考
慮
し
な
が
ら
、
入
院

か
自
宅
待
機
か
を
決
め
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
し

な
が
ら
対
応
し
て
い
ま
す
。
通
常
、
Ｃ
Ｔ
画
像

で
確
定
診
断
ま
で
い
く
こ
と
は
難
し
い
の
で
す

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
は
特
徴
的
な
画
像
で
、
あ
る

程
度
の
判
別
が
で
き
る
た
め
、
そ
の
意
味
で
同

検
査
の
重
要
性
は
高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
２
０
２
１
年
４
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
新

　
ま
た
、
当
院
の
よ
う
な
中
規
模
病
院
で
は
、

Ｃ
Ｔ
が
１
台
の
み
の
た
め
、
コ
ロ
ナ
患
者
と
非

コ
ロ
ナ
患
者
を
同
じ
装
置
で
検
査
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
感
染
リ
ス
ク
を
無
く
す
た
め
に
Ｃ
Ｔ

検
査
の
度
に
消
毒
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
う
な
る
と
消
毒
作
業
に
時
間
が
か
か
っ
て
し

ま
い
、検
査
そ
の
も
の
に
要
す
る
時
間
と
相
俟
っ

て
、
Ｃ
Ｔ
検
査
全
体
の
件
数
が
減
少
し
て
し
ま

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
新
機
種
は
検
査
時
間

が
短
い
こ
と
に
加
え
、
患
者
さ
ん
を
誘
導
し
た

Ｐ
Ｐ
Ｅ
装
着
ス
タ
ッ
フ
が
待
機
し
、
検
査
終
了

後
消
毒
し
ま
す
の
で
、
操
作
を
行
う
技
師
は
Ｐ

Ｐ
Ｅ
装
着
・
離
脱
を
行
う
必
要
が
な
く
、
優
れ

た
検
査
効
率
も
得
ら
れ
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
一
波
か
ら
今
年
６
月
末
ま

で
の
入
院
患
者
数
は
３
５
９
例
で
す
が
、
そ
の

う
ち
新
Ｃ
Ｔ
導
入
後
の
４
月
か
ら
は
１
１
１
例

の
入
院
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
新
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
全
症
例
の
３
分

の
１
を
検
査
し
て
い
る
の
で
す
。
絶
妙
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
高
性
能
Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、

診
療
放
射
線
技
師
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の

患
者
さ
ん
の
安
全
性
と
患
者
フ
ロ
ー
が
担
保
で

き
、
当
院
の
診
療
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

COVID-19対策の最前線に立つ市民病院が
その診療の特異性から厳選、導入した新型CTは、
水冷式で自動化、ゾーニングを特長とする装置だった
2015年、現在の地に移転した常滑市民病院は、全国で4施設のみの特定感染症指定医療機関としてその責務は大きい。
新型コロナウイルス感染症に対しても、同院では本年6月までに350名以上の入院患者を受け入れてきている。
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―
―
コ
ロ
ナ
禍
、
常
滑
市
民
病
院
の
役
割
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　
知
多
半
島
西
岸
の
中
央
部
に
あ
る
常
滑
市
の

市
民
病
院
と
し
て
１
９
５
９
（
昭
和
34
）
年
に

開
設
さ
れ
、
以
降
60
年
以
上
に
わ
た
り
、
そ
の

責
務
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
５
（
平

成
27
）
年
５
月
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
が
、
そ

の
際
の
大
き
な
変
化
と
し
て
は
、
移
転
後
の

２
０
１
６
年
１
月
に
全
国
で
４
番
目
と
な
る
特

定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指
定
を
受
け
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　
同
指
定
は
、
未
知
の
新
感
染
症
や
エ
ボ
ラ
出

血
熱
等
の
一
類
感
染
症
、
結
核
や
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
Ｍ

Ａ
Ｒ
Ｓ
等
の
二
類
感
染
症
等
の
患
者
の
入
院
を

担
当
す
る
も
の
で
す
。
当
然
、
質
問
に
あ
る
昨

今
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（SA

RS-CoV
-2

、

以
下
新
型
コ
ロ
ナ
）
感
染
症
に
も
対
応
し
て
き

て
お
り
、
既
に
第
一
波
か
ら
今
年
６
月
に
至
る

ま
で
、
３
５
９
例
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
患
者

の
入
院
・
治
療
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
竹
末
先
生
の
ご
専
門
で
あ
る
感
染
症
科
の

業
務
上
の
変
化
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　
感
染
症
科
の
業
務
に
は
、
感
染
症
患
者
の
治

療
は
当
然
と
し
て
、
通
常
は
多
剤
耐
性
菌
へ
の

治
療
や
、
そ
の
ア
ウ
ト
ブ
レ
イ
ク
へ
の
予
防
対

策
、
感
染
症
患
者
に
対
す
る
抗
生
物
質
の
適
正

使
用
支
援
等
が
あ
り
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
へ
の
対
応
と
し
て
は
、
実
際
の
治
療
を
行
う

呼
吸
器
内
科
医
へ
の
サ
ポ
ー
ト
と
同
時
に
、
院

内
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
発
生
さ
せ
な
い
た
め
の

Ｃ
Ｔ
の
評
価
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
は
２
０
２
１
年
４
月
か
ら
当
院
に
勤
務

し
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、
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件
数
２
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９
４
件
で
す
か
ら
、
コ
ロ
ナ
関
連
が

３
分
の
１
を
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め
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ほ
ど
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回
に
検
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る
と
、
診
療
放
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線
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の
安

全
が
問
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に
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ま
す
。

　
通
常
の
Ｃ
Ｔ
検
査
で
は
、
操
作
者
ら
が
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者

に
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が
ら
対
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し
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け
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ば
な
り
ま
せ

ん
が
、
今
回
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装
置
で
は
接
触
を
最
小
限
に
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え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
感
染
の
リ
ス
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を

大
き
く
下
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
操
作
室
で
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放
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技
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と
は
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の
ス
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フ
が
個

人
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護
具
（
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Ｅ
）
を
装
着
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て
患
者
さ
ん

を
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室
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し
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そ
の
後
は
患
者
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こ
と
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感
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Ｃ
Ｔ
導
入
後
の
４
月
か
ら
は
１
１
１
例

の
入
院
患
者
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
こ
の
新
Ｃ
Ｔ
を
利
用
し
て
全
症
例
の
３
分

の
１
を
検
査
し
て
い
る
の
で
す
。
絶
妙
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
高
性
能
Ｃ
Ｔ
が
導
入
さ
れ
た
こ
と
で
、

診
療
放
射
線
技
師
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
以
外
の

患
者
さ
ん
の
安
全
性
と
患
者
フ
ロ
ー
が
担
保
で

き
、
当
院
の
診
療
に
大
い
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

常
滑
市
民
病
院

感
染
症
科 

部
長

竹
末
芳
生
氏
に
聞
く

1980 年広島大学医学部卒。同大学医学部附属病院
等を経て、2006 年より兵庫医科大学医学部感染制
御学教授。2019 年より現職。

竹末芳生（たけすえ・よしお）氏
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い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
検
査
は
、
ピ
ー
ク
時

に
は
、
１
日
５
件
程
度
実
施
し
た
日
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
ま
た
、
同
院
放
射
線
科
で
は
、
画
像
管
理
加

算
２
の
取
得
を
申
請
中
で
あ
る
と
山
之
内
氏
は

話
す
。

「
放
射
線
科
で
は
、
画
像
管
理
加
算
１
を
取
得
し

て
い
ま
す
が
、
常
勤
医
が
私
１
人
だ
け
な
の
で
、

画
像
診
断
業
務
は
多
忙
を
極
め
て
い
る
も
の
の
、

今
後
の
放
射
線
科
の
発
展
を
考
え
、
画
像
管
理

加
算
２
の
申
請
を
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
通
っ
た

上
で
今
後
の
検
査
数
が
増
え
れ
ば
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
強
化
等
、
人
的
陣
容
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
」

　
山
之
内
氏
は
、
就
任
直
後
に
稼
働
を
開
始
し

た
「SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
私
は
常
勤
医
に
な
る
以
前
か
ら
、
非
常
勤
医
と

し
て
も
当
院
で
画
像
診
断
業
務
を
担
当
し
ま
し

た
が
、
従
来
稼
働
し
て
い
た
『SO

M
A

T
O

M
 

D
efinition A

S

＋
』
と
比
べ
、
画
質
は
申
し
分

な
く
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
や
撮
影
時
間
の
短

縮
を
実
現
し
て
お
り
、
非
常
に
高
性
能
な
装
置

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
従
来
装
置
に
比
べ
、
低
管
電
圧
撮
影

に
よ
っ
て
造
影
剤
の
量
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
点

　
２
０
２
１
年
４
月
に
常
滑
市
民
病
院
の
放
射

線
科
部
長 

兼 

放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
部
長
に
就

任
し
た
山
之
内
和
広
氏
は
、
同
科
の
概
要
と
業

務
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
科
に
は
、
常
勤
医
と
し
て
私
の
ほ
か
、

４
名
の
非
常
勤
医
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
放
射

線
治
療
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
Ｔ
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
画
像
診
断
が
主
な
業
務
で
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
つ
い

て
は
非
常
勤
医
が
担
当
し
、
藤
田
医
科
大
学
の

応
援
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

読
影
件
数
は
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
合
計
で
１
ヵ
月
に

１
１
０
０
件
ほ
ど
で
す
」

　
同
院
が
保
有
す
る
Ｃ
Ｔ
は
１
台
だ
が
、
同
院

で
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
徹
底
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
と
非
感
染
者
の
検
査
を
同
一
Ｃ
Ｔ
で
実
施
し
て

は
と
て
も
良
い
で
す
ね
。
当
院
の
患
者
さ
ん
も

高
齢
者
が
多
く
、
若
者
に
比
べ
腎
機
能
が
低
下

し
て
い
る
方
で
も
、
安
心
し
て
造
影
検
査
を
受

け
て
頂
け
て
い
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
患
者
の
画
像
診
断
に

つ
い
て
、
山
之
内
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
を
行
い
、
主
治
医
が
診
断
お
よ
び
入
院
判

定
を
行
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
画
像
所

見
は
、
入
院
判
定
や
治
療
方
針
決
定
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
肺
炎
等
に
お
い
て
は
、
誤
嚥
性
肺

炎
の
中
に
所
見
が
紛
れ
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

注
意
深
く
診
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
場
合
、
誤
嚥
し
た
も
の
が

入
り
込
ん
だ
気
管
支
の
区
域
に
陰
影
が
限
局
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
場

合
、
区
域
に
限
ら
ず
広
が
り
を
見
せ
る
非
区
域

性
や
び
ま
ん
性
の
陰
影
が
見
え
る
の
が
特
徴
で

す
。
単
純
Ｘ
線
で
は
評
価
が
難
し
く
、
や
は
り

Ｃ
Ｔ
検
査
が
必
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
登
場
に
よ
り
、
感
染
症
に
対

す
る
画
像
診
断
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
胸
部
Ｃ
Ｔ
の
貢
献
度
は
か
な

り
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
検
査
を
中
心

に
Ｃ
Ｔ
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
同
院
だ
が
、
山
之
内

氏
は
今
後
の
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
診
療
放
射
線
技
師
達
と
も
よ
く
話
し
て
い
る

の
が
、
よ
り
低
被
ば
く
下
で
の
検
査
の
実
現
で

す
ね
。
特
に
、Tin filter technology

を
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
撮
影
技
術
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
で
も
有
効
で
す
。
ま
た
、

『SOM
A

TOM
 X

.cite

』に
よ
るDual Energy 

Im
aging

の
症
例
も
、
診
療
科
の
医
師
た
ち
に

そ
の
有
用
性
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
つ
つ
、
検

査
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、『SOM

A
TOM

 X
.cite

』
は
、
４
Ｄ
撮

影
や
頭
部
のPerfusion

解
析
も
対
応
で
き
ま
す

の
で
、
今
後
は
コ
ロ
ナ
対
応
ば
か
り
で
な
く
、
他

の
領
域
で
こ
の
Ｃ
Ｔ
の
性
能
を
引
き
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

2008 年藤田保健衛生大学医学部卒。同大学医学部
附属病院等を経て、2021 年 4月より現職。

山之内和広（やまのうち・かずひろ）氏

常
滑
市
民
病
院

放
射
線
科
部
長 

兼 

放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
部
長

山
之
内
和
広
氏
に
聞
く

■

常
滑
市
民
病
院

低
被
ば
く
と
造
影
剤
量
低
減
を
し
つ
つ
も
、
高
画
質
化
を
実
現

D
ual Energy Im

aging

等
の
先
進
技
術
の
活
用
を
目
指
す

CT に付属するタブレット端末で患者選
択・登録から撮影プロトコルの選択、
撮影範囲の設定や画像確認を行うこと
が可能。最新の自動化技術を組み合
わせることで、一連の検査ワークフロー
を効率化することができる。

FAST 3D Cameraは被検者の体型、位置、
身長を3 次元で捉え、自動での高精度なポ
ジショニングを実現。赤外線も活用している
ため、被検者の服が厚い場合にも対応可能。

82cm のガントリボアサイズを実現したこ
とで、体格の大きな患者や高齢で検査
体位に制限のある患者、緊急検査等
に柔軟に対応することが可能である。

低
被
ば
く
・
造
影
剤
量
の
低
減
を
し
つ
つ

質
の
高
い
臨
床
画
像
の
提
供
を
実
現

Intelligent C
T

「SO
M

ATO
M

 X
.cite

」
①

新
型
コ
ロ
ナ
の
肺
炎
診
断
に
威
力
を
発
揮

D
ual Energy

等
の
新
機
能
活
用
を
推
進

Intelligent C
T

「SO
M

ATO
M

 X
.cite

」
②
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い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
患
者
の
検
査
は
、
ピ
ー
ク
時

に
は
、
１
日
５
件
程
度
実
施
し
た
日
も
あ
っ
た
と

い
う
。

　
ま
た
、
同
院
放
射
線
科
で
は
、
画
像
管
理
加

算
２
の
取
得
を
申
請
中
で
あ
る
と
山
之
内
氏
は

話
す
。

「
放
射
線
科
で
は
、
画
像
管
理
加
算
１
を
取
得
し

て
い
ま
す
が
、
常
勤
医
が
私
１
人
だ
け
な
の
で
、

画
像
診
断
業
務
は
多
忙
を
極
め
て
い
る
も
の
の
、

今
後
の
放
射
線
科
の
発
展
を
考
え
、
画
像
管
理

加
算
２
の
申
請
を
し
て
い
ま
す
。
申
請
が
通
っ
た

上
で
今
後
の
検
査
数
が
増
え
れ
ば
、
マ
ン
パ
ワ
ー

の
強
化
等
、
人
的
陣
容
の
充
実
化
を
図
っ
て
い
く

予
定
で
す
」

　
山
之
内
氏
は
、
就
任
直
後
に
稼
働
を
開
始
し

た
「SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

」
に
つ
い
て
、
つ
ぎ

の
よ
う
に
話
す
。

「
私
は
常
勤
医
に
な
る
以
前
か
ら
、
非
常
勤
医
と

し
て
も
当
院
で
画
像
診
断
業
務
を
担
当
し
ま
し

た
が
、
従
来
稼
働
し
て
い
た
『SO

M
A

T
O

M
 

D
efinition A

S

＋
』
と
比
べ
、
画
質
は
申
し
分

な
く
、
被
ば
く
線
量
の
低
減
や
撮
影
時
間
の
短

縮
を
実
現
し
て
お
り
、
非
常
に
高
性
能
な
装
置

で
あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
従
来
装
置
に
比
べ
、
低
管
電
圧
撮
影

に
よ
っ
て
造
影
剤
の
量
を
大
幅
に
減
ら
せ
る
点

　
２
０
２
１
年
４
月
に
常
滑
市
民
病
院
の
放
射

線
科
部
長 

兼 

放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
部
長
に
就

任
し
た
山
之
内
和
広
氏
は
、
同
科
の
概
要
と
業

務
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
科
に
は
、
常
勤
医
と
し
て
私
の
ほ
か
、

４
名
の
非
常
勤
医
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。
放
射

線
治
療
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
Ｃ
Ｔ
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
画
像
診
断
が
主
な
業
務
で
す
。
Ｉ
Ｖ
Ｒ
に
つ
い

て
は
非
常
勤
医
が
担
当
し
、
藤
田
医
科
大
学
の

応
援
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

読
影
件
数
は
、
Ｃ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
合
計
で
１
ヵ
月
に

１
１
０
０
件
ほ
ど
で
す
」

　
同
院
が
保
有
す
る
Ｃ
Ｔ
は
１
台
だ
が
、
同
院

で
は
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
徹
底
し
て
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

者
と
非
感
染
者
の
検
査
を
同
一
Ｃ
Ｔ
で
実
施
し
て

は
と
て
も
良
い
で
す
ね
。
当
院
の
患
者
さ
ん
も

高
齢
者
が
多
く
、
若
者
に
比
べ
腎
機
能
が
低
下

し
て
い
る
方
で
も
、
安
心
し
て
造
影
検
査
を
受

け
て
頂
け
て
い
ま
す
」

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
患
者
の
画
像
診
断
に

つ
い
て
、
山
之
内
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
等
を
行
い
、
主
治
医
が
診
断
お
よ
び
入
院
判

定
を
行
い
ま
す
が
、
Ｃ
Ｔ
検
査
に
よ
る
画
像
所

見
は
、
入
院
判
定
や
治
療
方
針
決
定
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
肺
炎
等
に
お
い
て
は
、
誤
嚥
性
肺

炎
の
中
に
所
見
が
紛
れ
込
む
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

注
意
深
く
診
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
場
合
、
誤
嚥
し
た
も
の
が

入
り
込
ん
だ
気
管
支
の
区
域
に
陰
影
が
限
局
す

る
ケ
ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
場

合
、
区
域
に
限
ら
ず
広
が
り
を
見
せ
る
非
区
域

性
や
び
ま
ん
性
の
陰
影
が
見
え
る
の
が
特
徴
で

す
。
単
純
Ｘ
線
で
は
評
価
が
難
し
く
、
や
は
り

Ｃ
Ｔ
検
査
が
必
要
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
登
場
に
よ
り
、
感
染
症
に
対

す
る
画
像
診
断
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
胸
部
Ｃ
Ｔ
の
貢
献
度
は
か
な

り
大
き
い
と
思
い
ま
す
」

　
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
検
査
を
中
心

に
Ｃ
Ｔ
を
稼
働
さ
せ
て
い
る
同
院
だ
が
、
山
之
内

氏
は
今
後
の
Ｃ
Ｔ
活
用
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う

に
話
す
。

「
診
療
放
射
線
技
師
達
と
も
よ
く
話
し
て
い
る

の
が
、
よ
り
低
被
ば
く
下
で
の
検
査
の
実
現
で

す
ね
。
特
に
、Tin filter technology

を
活
用

し
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
撮
影
技
術
は
新

型
コ
ロ
ナ
の
胸
部
Ｃ
Ｔ
で
も
有
効
で
す
。
ま
た
、

『SOM
A

TOM
 X

.cite

』に
よ
るDual Energy 

Im
aging

の
症
例
も
、
診
療
科
の
医
師
た
ち
に

そ
の
有
用
性
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
つ
つ
、
検

査
を
増
や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
な
お
、『SOM

A
TOM

 X
.cite

』
は
、
４
Ｄ
撮

影
や
頭
部
のPerfusion

解
析
も
対
応
で
き
ま
す

の
で
、
今
後
は
コ
ロ
ナ
対
応
ば
か
り
で
な
く
、
他

の
領
域
で
こ
の
Ｃ
Ｔ
の
性
能
を
引
き
出
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
」

読影端末で画像診断を行う山之内氏。CT について「画
質は申し分なく、しかも低被ばくかつ造影剤量の低減にも
大いに貢献している」と高く評価している。

「SOMATOM X.cite」 の臨床画像

【症例１】新型コロナ患者（肺血栓塞栓症）の胸部 Dual Energy CT 画像。
肺血栓塞栓症を診断するため TwinBeam Dual Energy で撮影し、
血栓に起因する肺血流低下を描出している（AuSn140kV、CTDIvol：13.68 mGy、DLP：428 mGy・cm）。体重 97kg、BMI39。

【症例２】新型コロナ患者の胸部CT画像。初回撮影の胸部CT（画像右側）は「SOMATOM X.cite」通常線量（Tin filter technology非使用）で撮影。
1日後の胸部CT（画像左側）は「SOMATOM X.cite」の Tin filter techologyを活用した撮影。
従来の約 1/3 の線量で撮影（Sn120kV、CTDIvol：2.18 mGy、DLP：80 mGy・cm）を実施した。体重 46kg、BMI18。

120kV相当画像 肺血流画像

肺
野
条
件
画
像
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常滑市民病院

所在地：愛知県常滑市飛香台３丁目３番地の３
事業管理者：澤田忠明
病床数：266床

は
、
午
前
中
だ
け
で
50
人
く
ら
い
検
査
で
き
る

ほ
ど
検
査
効
率
が
良
い
上
に
、Dual Energy

な

ど
の
最
先
端
画
像
処
理
技
術
も
多
数
装
備
し
て

い
る
こ
と
、
検
査
の
質
の
担
保
、
そ
し
て
将
来
性

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
議
会
を
説
得
し
て

入
札
を
経
て
、
導
入
し
ま
し
た
」

　
当
然
、
感
染
症
対
策
以
外
の
機
能
に
つ
い
て

も
、
興
梠
氏
は
「SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

」
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。

「T
in filter technology

に
よ
る
線
量
の
低
減

性
能
に
は
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
胸
部
単
純
Ｘ

線
撮
影
１
枚
と
同
程
度
の
線
量
で
も
実
際
Ｃ
Ｔ

検
査
が
可
能
で
す
し
、
他
の
検
査
で
も
線
量
を

も
っ
と
減
ら
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
当
院
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
線
量
管
理
シ
ス
テ

ム
『M

IN
CA

D
I

（
ミ
ン
キ
ャ
デ
ィ
：
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
社
）』
を
用
い
て
線
量
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
同
シ
ス
テ
ム
で
集
約
さ
れ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
別
、
部
位
別
の
線
量
を
比
較
し
て
み
て
も
、

Siem
ens H

ealthineers

の
線
量
は
群
を
抜
い

て
少
な
い
で
す
ね
。
決
し
て
安
価
な
装
置
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
期
的
視
点
か
ら
、
地
域
で

の
貢
献
を
考
え
る
な
ら
、
最
も
理
想
に
近
い
装

置
が『SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

』だ
と
思
い
ま
す
」

　
興
梠
氏
が
「SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

」
で
最
も

評
価
し
て
い
る
機
能
と
し
て
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を

自
動
化
す
る「FA

ST
 3D

 Cam
era

」を
挙
げ
る
。

「
正
直
、
導
入
直
前
ま
で
、
こ
の
機
能
は
不
要
と

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
運
用
し
て
み
て

驚
き
ま
し
た
。
不
織
布
な
ど
で
覆
わ
れ
た
患
者

さ
ん
で
も
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
を
外
す
こ
と
は
ほ
ぼ

な
く
、
高
さ
方
向
も
正
確
に
調
整
で
き
て
い
ま

す
。
普
段
Ｃ
Ｔ
の
操
作
に
不
慣
れ
な
診
療
放
射

線
技
師
が
操
作
し
て
も
、
装
置
が
自
動
で
ア
イ

ソ
セ
ン
タ
ー
に
患
者
を
誘
導
し
て
く
れ
る『FA

ST
 

3D
 Cam

era

』
は
、
大
変
優
れ
た
機
能
で
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　常滑市民病院は、中部国際空港の玄関
都市にある特定感染症指定医療機関とし
て、新型コロナウイルス感染症対策に積極
的に取り組んでいる。
　また、常滑市と隣接する半田市では、病
院経営統合に関する基本協定書・実施協
定書を締結。常滑市民病院と半田市立半
田病院は令和７年４月１日を目途として統
合・独立行政法人化を目指しており、新半
田病院が常滑市民病院の東約３kmの場所
に移転新築されることから、両病院が適切
な機能分担を行うことで、安定した地域医
療体制の構築を推進している。

　
確
か
に
、
優
秀
な
診
療
放
射
線
技
師
で
あ
れ

ば
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
短
時
間
で
精
度
よ
く
実

施
で
き
ま
す
が
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
で
患
者
さ
ん

へ
の
接
触
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
際
に
は
、

有
用
性
を
発
揮
し
ま
す
ね
。
診
療
放
射
線
技
師

も
し
く
は
看
護
師
が
患
者
を
寝
台
に
誘
導
し
て

寝
か
せ
れ
ば
、『FA

ST
 3D

 Cam
era

』
が
ヘ
ッ 

ド
フ
ァ
ー
ス
ト
か
フ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
か
を
見

分
け
、
撮
影
範
囲
と
高
さ
も
自
動
で
計
測
し
、

患
者
さ
ん
を
ガ
ン
ト
リ
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
ま
で
移

動
さ
せ
て
検
査
を
実
施
で
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で

患
者
に
触
れ
ず
に
検
査
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
Ｃ
Ｔ
は
、
誰
が
操
作
し
て
も
90
点
以
上

の
画
質
を
担
保
で
き
る
と
同
時
に
、
よ
り
優
れ

た
検
査
者
が
用
い
れ
ば
、
さ
ら
に
優
れ
た
品
質

の
画
像
を
撮
影
で
き
る
装
置
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
、
導
入
し
た
ば
か
り
で
装
置
を
十
分
に

使
い
こ
な
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ

の
装
置
を
導
入
し
た
決
断
に
誤
り
は
な
か
っ
た

と
言
え
ま
す
」

放射線検査センターのスタッフの皆さん。ゾーニングに配慮しながら新型コロナ患者の検査を実施。
1度もクラスターを出すことなく、安全な検査業務を遂行している。

　
同
院
の
特
徴
は
、
先
述
の
と
お
り
特
定
感
染

症
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
、
感
染
症

対
策
を
十
分
講
じ
て
き
た
と
興
梠
氏
は
話
す
。

「
病
院
近
く
に
中
部
国
際
空
港
、
通
称
セ
ン
ト
レ

ア
が
開
港
し
、
海
外
か
ら
の
来
客
が
増
え
る
こ

と
は
想
像
で
き
ま
し
た
の
で
、当
院
の
新
し
い〝
ウ

リ
”
と
し
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
竹
末
先
生
が
赴
任
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
愛
知

医
科
大
学
感
染
症
科
教
授
の
三
鴨
廣
繁
先
生
ご

指
導
の
下
、
年
４
回
、
特
定
感
染
症
に
対
す
る

訓
練
を
中
部
国
際
空
港
と
共
に
実
施
す
る
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
の
感
染
症
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
今

回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
そ
れ
が
功
を
奏
し
ま
し

た
。
皆
の
努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
院
内
感
染

事
例
は
１
例
も
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　「SOM
A

TOM
 X

.cite

」
に
Ｃ
Ｔ
を
更
新
し
た

経
緯
に
つ
い
て
、興
梠
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
一
波
、
第
二
波
の
際
は
、
愛

知
県
全
域
か
ら
患
者
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
藤

田
医
科
大
学
、
名
古
屋
第
一
赤
十
字
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
と
当
院
の
４
病
院
が
連
携
し
、
対

応
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
Ｃ
Ｔ
は
２
０
１
２
年
に
導
入
し
た
も

の
で
、
本
来
Ｃ
Ｔ
の
更
新
時
期
は
稼
働
後
10
年

と
さ
れ
る
の
で
、
ま
だ
更
新
を
要
す
る
時
期
ま

　
常
滑
市
民
病
院
が
現
地
に
移
転
す
る
以
前
か

ら
勤
務
し
て
い
る
放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
技
師

長
の
興
梠
徳
朗
氏
は
、
放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー

の
業
務
の
現
況
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
に
は
、
診
療
放
射
線
技

師
が
12
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
な
モ
ダ
リ
テ
ィ

と
し
て
は
、
Ｃ
Ｔ
１
台
、
１・５
テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
1
台
の
ほ
か
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
１
台
、
Ｘ
線

Ｔ
Ｖ
装
置
２
台
、
一
般
撮
影
室
３
部
屋
や
ポ
ー
タ

ブ
ル
撮
影
装
置
等
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
件
数
は
、
Ｃ
Ｔ
が
年
間
１
万
件
程
度
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
年
間
４
５
０
０
件
程
度
の
実
施
件
数

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外
来
患
者
数

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
そ
の
影
響
で
放

射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
件
数
も
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
」

で
に
は
若
干
の
猶
予
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
対
応
が
続
く
と
考
え
、
国
の
施

策
に
よ
る
補
助
金
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
可
能

な
高
性
能
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
決
断
し
た
の
で
す
」

　
感
染
症
対
策
を
施
す
た
め
の
Ｃ
Ｔ
の
要
件
と

し
て
、
興
梠
氏
は
大
き
く
２
点
を
強
調
す
る
。

「
感
染
症
対
策
に
お
け
る
要
件
の
第
１
点
は
、
感

染
症
に
対
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
し
っ
か
り
で
き
る

点
で
す
。『SOM

A
TOM

 X
.cite

』は
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
装
備
し
、
検
査
室
内
で
も
Ｃ
Ｔ
を
操

作
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
竹
末
先
生
が
述
べ

ら
れ
た
と
お
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
装
備
し
た
診
療
放

射
線
技
師
や
看
護
師
が
患
者
を
検
査
室
に
誘
導
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
検
査
後
は
検
査
室
内
の

消
毒
を
実
施
し
、
検
査
室
内
の
清
潔
性
を
担
保

し
ま
す
。

　
第
２
に
、
感
染
症
対
策
と
し
て
私
が
強
調
し

た
い
の
は
、『SOM

A
TOM

 X
.cite

』
が
水
冷
式

で
あ
る
点
で
す
。
Ｃ
Ｔ
の
冷
却
装
置
に
は
大
き

く
空
冷
式
と
水
冷
式
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
空

冷
式
の
場
合
、
ガ
ン
ト
リ
内
の
冷
却
を
ガ
ン
ト
リ

に
設
置
し
た
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
行
う
の
で
、
エ
ア

ロ
ゾ
ル
化
し
て
飛
散
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
エ
ア
コ
ン

や
フ
ァ
ン
が
吸
い
込
む
と
い
っ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
あ
っ
た
場
合
、
診
療
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。

　
空
調
に
つ
い
て
は
、
１
時
間
に
７
回
、
空
気
を

入
れ
替
え
る
装
置
も
導
入
し
て
い
ま
す
が
、　
そ

れ
で
も
水
冷
式
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
心
配

を
す
る
こ
と
な
く
装
置
の
運
用
が
可
能
で
す
し
、

音
も
静
か
で
電
気
料
金
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
医
療
現
場
か
ら
は
Ｃ
Ｔ
が
２
台
欲
し
い
と
い

う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
病
院

や
大
規
模
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｔ
を
複
数

台
稼
働
さ
せ
、
１
台
を
新
型
コ
ロ
ナ
専
用
に
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
年
間
１
万
件
程
度
の

検
査
件
数
の
当
院
の
よ
う
な
施
設
で
は
、
Ｃ
Ｔ

を
複
数
台
保
有
す
る
こ
と
は
病
院
経
営
に
大
き

な
負
担
と
な
り
ま
す
。『SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

』

CT 検査を実施する診療放
射線技師の寺島孝倫氏。新
型コロナ患者に対しては、
CT操作者は検査室内に入
ることなく検査を実施するな
ど、万全な感染対策でスタッ
フの安全を確保している。

Tin filter technology

に
よ
る

線
量
低
減
性
能
を
高
評
価

Intelligent C
T

「SO
M

ATO
M

 X
.cite

」
②

FA
ST 3D

 C
am

era

で
効
率
的
か
つ

安
全
性
の
高
い
Ｃ
Ｔ
検
査
を
実
現

Intelligent C
T

「SO
M

ATO
M

 X
.cite

」
③
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は
、
午
前
中
だ
け
で
50
人
く
ら
い
検
査
で
き
る

ほ
ど
検
査
効
率
が
良
い
上
に
、Dual Energy

な

ど
の
最
先
端
画
像
処
理
技
術
も
多
数
装
備
し
て

い
る
こ
と
、
検
査
の
質
の
担
保
、
そ
し
て
将
来
性

も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
議
会
を
説
得
し
て

入
札
を
経
て
、
導
入
し
ま
し
た
」

　
当
然
、
感
染
症
対
策
以
外
の
機
能
に
つ
い
て

も
、
興
梠
氏
は
「SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

」
を
高

く
評
価
し
て
い
る
。

「T
in filter technology

に
よ
る
線
量
の
低
減

性
能
に
は
驚
か
さ
れ
て
い
ま
す
。
胸
部
単
純
Ｘ

線
撮
影
１
枚
と
同
程
度
の
線
量
で
も
実
際
Ｃ
Ｔ

検
査
が
可
能
で
す
し
、
他
の
検
査
で
も
線
量
を

も
っ
と
減
ら
す
こ
と
が
可
能
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
当
院
で
は
、
ク
ラ
ウ
ド
型
線
量
管
理
シ
ス
テ

ム
『M

IN
CA

D
I

（
ミ
ン
キ
ャ
デ
ィ
：
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｏ

Ｒ
Ｉ
社
）』
を
用
い
て
線
量
管
理
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
同
シ
ス
テ
ム
で
集
約
さ
れ
て
い
る
メ
ー

カ
ー
別
、
部
位
別
の
線
量
を
比
較
し
て
み
て
も
、

Siem
ens H

ealthineers

の
線
量
は
群
を
抜
い

て
少
な
い
で
す
ね
。
決
し
て
安
価
な
装
置
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
長
期
的
視
点
か
ら
、
地
域
で

の
貢
献
を
考
え
る
な
ら
、
最
も
理
想
に
近
い
装

置
が『SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

』だ
と
思
い
ま
す
」

　
興
梠
氏
が
「SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

」
で
最
も

評
価
し
て
い
る
機
能
と
し
て
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を

自
動
化
す
る「FA

ST
 3D

 Cam
era

」を
挙
げ
る
。

「
正
直
、
導
入
直
前
ま
で
、
こ
の
機
能
は
不
要
と

考
え
て
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に
運
用
し
て
み
て

驚
き
ま
し
た
。
不
織
布
な
ど
で
覆
わ
れ
た
患
者

さ
ん
で
も
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
を
外
す
こ
と
は
ほ
ぼ

な
く
、
高
さ
方
向
も
正
確
に
調
整
で
き
て
い
ま

す
。
普
段
Ｃ
Ｔ
の
操
作
に
不
慣
れ
な
診
療
放
射

線
技
師
が
操
作
し
て
も
、
装
置
が
自
動
で
ア
イ

ソ
セ
ン
タ
ー
に
患
者
を
誘
導
し
て
く
れ
る『FA

ST
 

3D
 Cam

era

』
は
、
大
変
優
れ
た
機
能
で
あ
る

と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
確
か
に
、
優
秀
な
診
療
放
射
線
技
師
で
あ
れ

ば
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
短
時
間
で
精
度
よ
く
実

施
で
き
ま
す
が
、
特
に
新
型
コ
ロ
ナ
で
患
者
さ
ん

へ
の
接
触
を
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
際
に
は
、

有
用
性
を
発
揮
し
ま
す
ね
。
診
療
放
射
線
技
師

も
し
く
は
看
護
師
が
患
者
を
寝
台
に
誘
導
し
て

寝
か
せ
れ
ば
、『FA

ST
 3D

 Cam
era

』
が
ヘ
ッ 

ド
フ
ァ
ー
ス
ト
か
フ
ッ
ト
フ
ァ
ー
ス
ト
か
を
見

分
け
、
撮
影
範
囲
と
高
さ
も
自
動
で
計
測
し
、

患
者
さ
ん
を
ガ
ン
ト
リ
ア
イ
ソ
セ
ン
タ
ー
ま
で
移

動
さ
せ
て
検
査
を
実
施
で
き
ま
す
。
こ
こ
ま
で

患
者
に
触
れ
ず
に
検
査
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と

は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
の
Ｃ
Ｔ
は
、
誰
が
操
作
し
て
も
90
点
以
上

の
画
質
を
担
保
で
き
る
と
同
時
に
、
よ
り
優
れ

た
検
査
者
が
用
い
れ
ば
、
さ
ら
に
優
れ
た
品
質

の
画
像
を
撮
影
で
き
る
装
置
と
言
え
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
だ
、
導
入
し
た
ば
か
り
で
装
置
を
十
分
に

使
い
こ
な
せ
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
の
と
こ
ろ
、
こ

の
装
置
を
導
入
し
た
決
断
に
誤
り
は
な
か
っ
た

と
言
え
ま
す
」

　
同
院
の
特
徴
は
、
先
述
の
と
お
り
特
定
感
染

症
指
定
医
療
機
関
で
あ
る
こ
と
だ
。
そ
の
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
前
か
ら
、
感
染
症

対
策
を
十
分
講
じ
て
き
た
と
興
梠
氏
は
話
す
。

「
病
院
近
く
に
中
部
国
際
空
港
、
通
称
セ
ン
ト
レ

ア
が
開
港
し
、
海
外
か
ら
の
来
客
が
増
え
る
こ

と
は
想
像
で
き
ま
し
た
の
で
、当
院
の
新
し
い〝
ウ

リ
”
と
し
て
特
定
感
染
症
指
定
医
療
機
関
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。

　
竹
末
先
生
が
赴
任
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
愛
知

医
科
大
学
感
染
症
科
教
授
の
三
鴨
廣
繁
先
生
ご

指
導
の
下
、
年
４
回
、
特
定
感
染
症
に
対
す
る

訓
練
を
中
部
国
際
空
港
と
共
に
実
施
す
る
な
ど
、

ス
タ
ッ
フ
の
感
染
症
に
対
す
る
意
識
は
高
く
、
今

回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
も
そ
れ
が
功
を
奏
し
ま
し

た
。
皆
の
努
力
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
院
内
感
染

事
例
は
１
例
も
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
」

　「SOM
A

TOM
 X

.cite

」
に
Ｃ
Ｔ
を
更
新
し
た

経
緯
に
つ
い
て
、興
梠
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
の
第
一
波
、
第
二
波
の
際
は
、
愛

知
県
全
域
か
ら
患
者
が
集
ま
っ
て
き
た
の
で
、
藤

田
医
科
大
学
、
名
古
屋
第
一
赤
十
字
、
名
古
屋

第
二
赤
十
字
と
当
院
の
４
病
院
が
連
携
し
、
対

応
し
ま
し
た
。

　
従
来
の
Ｃ
Ｔ
は
２
０
１
２
年
に
導
入
し
た
も

の
で
、
本
来
Ｃ
Ｔ
の
更
新
時
期
は
稼
働
後
10
年

と
さ
れ
る
の
で
、
ま
だ
更
新
を
要
す
る
時
期
ま

　
常
滑
市
民
病
院
が
現
地
に
移
転
す
る
以
前
か

ら
勤
務
し
て
い
る
放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
技
師

長
の
興
梠
徳
朗
氏
は
、
放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー

の
業
務
の
現
況
を
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
に
は
、
診
療
放
射
線
技

師
が
12
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主
な
モ
ダ
リ
テ
ィ

と
し
て
は
、
Ｃ
Ｔ
１
台
、
１・５
テ
ス
ラ
の
Ｍ
Ｒ

Ｉ
1
台
の
ほ
か
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
１
台
、
Ｘ
線

Ｔ
Ｖ
装
置
２
台
、
一
般
撮
影
室
３
部
屋
や
ポ
ー
タ

ブ
ル
撮
影
装
置
等
が
あ
り
ま
す
。

　
検
査
件
数
は
、
Ｃ
Ｔ
が
年
間
１
万
件
程
度
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
年
間
４
５
０
０
件
程
度
の
実
施
件
数

で
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
外
来
患
者
数

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
そ
の
影
響
で
放

射
線
検
査
セ
ン
タ
ー
の
検
査
件
数
も
若
干
減
少

し
て
い
ま
す
」

で
に
は
若
干
の
猶
予
が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
対
応
が
続
く
と
考
え
、
国
の
施

策
に
よ
る
補
助
金
も
あ
り
、
そ
れ
に
対
応
可
能

な
高
性
能
Ｃ
Ｔ
の
導
入
を
決
断
し
た
の
で
す
」

　
感
染
症
対
策
を
施
す
た
め
の
Ｃ
Ｔ
の
要
件
と

し
て
、
興
梠
氏
は
大
き
く
２
点
を
強
調
す
る
。

「
感
染
症
対
策
に
お
け
る
要
件
の
第
１
点
は
、
感

染
症
に
対
す
る
ゾ
ー
ニ
ン
グ
が
し
っ
か
り
で
き
る

点
で
す
。『SOM

A
TOM

 X
.cite

』は
、タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
装
備
し
、
検
査
室
内
で
も
Ｃ
Ｔ
を
操

作
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
竹
末
先
生
が
述
べ

ら
れ
た
と
お
り
、
Ｐ
Ｐ
Ｅ
を
装
備
し
た
診
療
放

射
線
技
師
や
看
護
師
が
患
者
を
検
査
室
に
誘
導
、

セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
検
査
後
は
検
査
室
内
の

消
毒
を
実
施
し
、
検
査
室
内
の
清
潔
性
を
担
保

し
ま
す
。

　
第
２
に
、
感
染
症
対
策
と
し
て
私
が
強
調
し

た
い
の
は
、『SOM

A
TOM

 X
.cite

』
が
水
冷
式

で
あ
る
点
で
す
。
Ｃ
Ｔ
の
冷
却
装
置
に
は
大
き

く
空
冷
式
と
水
冷
式
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
空

冷
式
の
場
合
、
ガ
ン
ト
リ
内
の
冷
却
を
ガ
ン
ト
リ

に
設
置
し
た
フ
ァ
ン
に
よ
っ
て
行
う
の
で
、
エ
ア

ロ
ゾ
ル
化
し
て
飛
散
し
た
ウ
イ
ル
ス
を
エ
ア
コ
ン

や
フ
ァ
ン
が
吸
い
込
む
と
い
っ
た
ア
ク
シ
デ
ン
ト

が
あ
っ
た
場
合
、
診
療
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
こ
と
も

あ
り
得
ま
す
。

　
空
調
に
つ
い
て
は
、
１
時
間
に
７
回
、
空
気
を

入
れ
替
え
る
装
置
も
導
入
し
て
い
ま
す
が
、　
そ

れ
で
も
水
冷
式
で
あ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
心
配

を
す
る
こ
と
な
く
装
置
の
運
用
が
可
能
で
す
し
、

音
も
静
か
で
電
気
料
金
の
削
減
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
医
療
現
場
か
ら
は
Ｃ
Ｔ
が
２
台
欲
し
い
と
い

う
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
学
病
院

や
大
規
模
医
療
機
関
で
あ
れ
ば
、
Ｃ
Ｔ
を
複
数

台
稼
働
さ
せ
、
１
台
を
新
型
コ
ロ
ナ
専
用
に
す

る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
年
間
１
万
件
程
度
の

検
査
件
数
の
当
院
の
よ
う
な
施
設
で
は
、
Ｃ
Ｔ

を
複
数
台
保
有
す
る
こ
と
は
病
院
経
営
に
大
き

な
負
担
と
な
り
ま
す
。『SO

M
A

T
O

M
 X

.cite

』

1984 年東海医療技術専門学校卒。2003 年大
学評価・学位授与機構により学士取得。2013
年 4月より現職。

興梠徳朗（こうろぎ・のりあき）氏

常
滑
市
民
病
院

放
射
線
検
査
セ
ン
タ
ー 

技
師
長

興
梠
徳
朗
氏
に
聞
く

■

常
滑
市
民
病
院

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
や
水
冷
式
冷
却
機
構
、自
動
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
機
能
等
、

感
染
症
対
策
を
重
視
し
な
が
ら
一
般
検
査
の
質
の
担
保
も
併
せ
て
実
現

感
染
症
対
策
に
こ
だ
わ
っ
た
要
件
を
ク
リ
ア

院
内
感
染
を
防
ぐ
ゾ
ー
ニ
ン
グ
で
検
査
実
施

Intelligent C
T

「SO
M

ATO
M

 X
.cite

」
①

病院外に置かれているCT用の水冷ユニット。感染症
に対するリスクを抑えるとともに、検査室内の静音化や
電気料金の低減等にも役立っている。
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